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は じ め に
米 国 の 金 融 機 関 で よ く言 わ れ る 言 葉 に,「検 査 員 とい う の は,臨 店 し た 時 に
は み ん な を 泣 き 出 さ せ,帰 っ た 時 に は お 祝 い さ れ る連 中 だ11nternal
auditorshavebeendescribedasindividualswhocausepeoplecrywhen
1}
theyarriveandcelebratewhentheyleave.とあ る。 日本 式 に 言 え,「 嫌 な 奴
が い な くな っ て,赤 飯 を 炊 い て 喜 ば れ る 」 とい っ た 図 で あ る。 で は 今LJの 銀
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行 の内部監査 の仕事 は,言 われ る程実効 を上 げてい るだろ うか。
かって,大 型 の為替投機i失敗事件 が1981年か ら1984年にか けて 日本企業 の
海外 の支店 な どの出先 で発 生 した。 日商岩井(香 港),第 一勧銀(シ ンガポー
ル〉,三井物産(ロ ン ドン),富 士銀行(ニ ュー ヨー ク)等 の0連 の事件で あ
る。 どの ケー ス も 「内部 規定 に違反 して為替取 引 を行 ない……」 と,事 件 の
原因が述べ られ る一方,内 規 さえ しっか りしていればOKと い うもので はな
2}
い,チ ェック体制 を十分 に機能 させることこそ課題である,と 当時論 じられ
たが,今 日それが果 して徹底 されているであろうか。
また,そ の後三菱銀行の米国子会社 ・加州三菱銀行幹部のギャンブルのた
めの資金使い込み,鉄 鋼などを取 り扱 う中堅商社 ・菱三商事の取締役による
流用事件,ア ラビア石油の関連会社 ・富士石油役員の横領など,企 業幹部 に
3)
よる巨額 の不正事件が相次いで明 るみに出て,「仲間が悪い ことをするはずが
ない」 という仲間意識に支 えられたわが国の企業風土 にも目を向け,必 要が
あれば企業経営 を根本から見直 してい くべ きであるという反省がなされた。
しかし,こ のような違法行為が起 きないような相互牽制や内部監査の仕組 み
を作 り上げてゆく地道な努力はなされたであろうか。
昨今の銀行 ・証券 をめぐる不祥事が頻発す る中で,再 びチェック体制の問
題がクmズ アップされている。 しか し,単 なる議論の繰 り返 しでは意味が
ない。本稿 は,原 点に立ち帰って企業 と監査の問題を,特 に論者がかつて在
籍 した銀行界における経営 と監査の意義に的を絞 って問い直す ものである。
論考の手法 としては,比 較的に目に触れることの少なかった内部監査,な か
で も銀行関係の基本的文献 を紹介 しつつ問題点を明 らかにする一方,主 にア




銀行経営 は,言 うまでもな く 「企業」経営の一分野であり,「経営」の一課
題 である。そして,銀行経営 と内部監査 の関連性を検討することは,「経営管
理」の問題 であ り,経営学の観点か らは,経 営管理論の一環 として位置付 け
ることが出来よう。
議論 を進める前提 として,「銀行」の定義 を明確にしておかなければならな
いのであるが,銀 行 とは何かについては余 りにも当然のこととしてか,一 般
の経済辞典では殆 ど省略 されている。そ こで,わ が国の法律上の規定 を引用
すると,商法502条に,「左 に掲 げる行為 は営業 として之 を為す ときは之を商
行為 とす」 とあ り,そ の第8項 に 「両替其他の銀行取引」が示 されている。
さらに,昭 和56年6月1日 公布の 「銀行法」(法律第59号一一一いわゆる 「新
銀行法」)では,昭 和2年 の 「旧銀行法」になかった目的規定で始 まり,次 に
第2条 で
① この法律 において 「銀行」 とは,… …大蔵大臣の免許 を受 けて銀行業 を
営む者 をいう。
② この法律 において 「銀行業」 とは,次 に掲げる行為のいずれかを行 う営
業をいう。
一 預金又は定期積金の受入れ と資金の貸付 け又は手形 の割引 とを併
せ行
うこと。
二 為替取引 を行 うこと。








一 債務 の保証又 は手形の引受 け
二 有価証券の売買,有 価証券指数等先物取引,有 価証券オプション取引
又 は外国市場証券先物取引(投 資の目的をもってするもの又 は顧客の書
面 による注文を受けてその計算においてするものに限る。)
三 有価証券の貸付 け
四 国債,地 方債若 しくは政府保証債(「国債等」 という。)の引受け(売
出 しの目的をもってするものを除 く。)又は当該引受 けに係 る国債等の募
集の取扱い
五 金銭債権(譲 渡性預金証書 その他の大蔵省令で定める証書をもって表
示 されるものを含む。)の取得又 は譲渡
六 地方債又は社債 その他の債券の募集の受託
七 銀行その他金融業 を行 う者の業務の代理(大 蔵省令で定めるものに限
る。)
八 国,地 方公共団体,会 社等の金銭の収納その他金銭 に係 る事務の取扱
い




銀行 は,前 条の規定 により営む業務 のほか,同 条第一項各号に掲げる業務
の遂行 を妨 げない限度 において(傍線筆者),国債等に係 る引受 け,募 集又 は
の
売 出 しの取扱 い,売買 その他 の業務 を営む ことがで きる。(一部読 み替 え省 略)
とされ,銀 行法改正 に伴 って,銀 行 と証券 の兼業 を禁 じた証 券取 引法第65条
に よる 「銀行 と証券 の垣根 」 を弾力化す る根拠 となる規定 となっている。
ともあれ,こ れ まで見 て来 た ように,一般 に 「銀行 」とは,「信 用 を媒介 と
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して鍼 の流驚 換を集団的に行なうことを業 とす諾 」 と議 される。
ひるがえって,わ が国の金融機関全般 に目を通 して見る と,業 務分野別で
は次のように分類 される。
① 短期金融 を主業務 とす る商業銀行(都 市銀行お よび地 方銀行=普 通銀
行),在 日外国銀行
② 外国為替専門銀行(=東 京銀行)
③ 長期金融機関(長 期信用銀行,信 託銀行,保 険会社)
④ 中小企業金融機関(信 用金庫,信 用組合,労 金,商 工中金)
⑤ 農林漁業金融機関(農 林中央金庫,農 協,漁 協等)
⑥ 証券会社一一証券市場 を担当
⑦ 短資会社一一 インターバンク市場 を担当
⑧ 政府系金融機関一 一一民間金融機関 を補完(郵 貯,他)
民間金融機関 は,金 融仲介機能の有無により「金融仲介機関」(①～⑤)と
「その他金融機関」(⑥)に 分けることが出来 る。①～⑤ はまた,「預金取扱
機関」であ り,前8項 以外の生命保険会社,損 害保険会社y証 券投資信託委
託会社を 「非預金取扱機関」 としての金融機関 と見倣 し得 る。
「預金取扱機関」のうち,要 求払預金を取扱い,預 金通貨 を創造 し得る金
融機関が 「銀行」であ り,本稿では 「銀行」の経営 を主な議論 の対象 とする
のである。
ところで,銀 行 も私企業である以上,収 益性 の追求な しには成 り立 たない
のであるが,銀 行の運用する資金が大部分 を不特定多数の預金者に依存す る
ところか ら,銀 行 は法律上 も行政上 も厳 しい規制が課せ られている。昭和56
年改正の 「新銀行法」では,
「この法律 は,銀 行 の業務 の公共性 にかんがみ,信 用を維持 し,預 金
者等(=預 金者及び定期積金の積金者)の 保護 を確保するとともに金融
の円滑を図るため,銀 行の業務の健全かつ適切な運営 を期 し,も って国





預金者保護のため経営の安全性が求められ,運 用資金 に絶 えず或 る程度の流
動性 を保たなければな らない ことは,経 営の難 しい課題 となる。
この収益性の追求 と安全性の確保 は,い わば二律背反の関係 にあ り・銀行
経営 は常にこの両者の合理的なバ ランスを図 らなければならないのである。
さらに,前 述の目的規定にもあるようにy銀 行 はその業務を通 じて,国 民経
済,企 業,個 人 の生活にまで幅広いかかわ りを持つことか ら,一般の私企業
6)
に比 して格段の公共性の維持が求め られている。
以上,収 益性,安 全性,公 共性の三つを 「銀行経営の原則」 と呼ぶが,そ
れがために,業 務監査,特 に内部監査の機能が如何 に発揮 されるべ きか,近
時銀行の社会的責任の自覚に欠けるような事例が看取され る中にあって,問
題 を原点に立 ち帰 って考えて見ることが必要 となるであろう。
2企 業の監査の諸形態 と機能
一般に 「監査」 と言 えば 「会計監査」 と理解 されているが,以 下に説明す
るように,「会計監査」以外 に 「業務監査」という領域があることが十分に知
られているとは言い難い。 したがって,議 論 を進める便宜上,先 にこの二種
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類 の監査についての常識的定義 を示 してお こう・
会計監査(audit)
組織体(営 利組織 ・非営利組織 を含む)の 会計記録および会計行為 に
っいて,第 三者たる監査人が批判的に分析 ・検討 し,そ の正否に関す る
意見 を表明すること。 これには,組 織体内部の監査人が経営者のために




企業な どの組織体 の会計以外の業務活動 を対象 とし,そ の当否 を明 ら
かにする監査。 これには・内部監査人 によ り各種の業務の妥当性や有効
性 を確かめるために行 なわれる監査 と,商 法に従 い,と くに資本金が1
億円を超 える株式会社 について,監 査役により取締役の業務執行の適法
性 を確かめるために行なわれる監査 とがある。
右の定義中の 「外部監査」 と 「内部監査」の相違点および定義内容の適否
については後に触れ ることとし,議 論を更に進めることとしたい。







公認会計士又 は監査法人一 一の監査,第2条 ,第4条)
③ 商法にもとつ く監査役監査
(株式会社の計算書類 と付属明細書の監査役への提出 と,監 査報告書
の取締役への提出,第281条1,2,3)
② 非法定監査
内部監査 による臆 監査(会 計士などに依頼する場合を含8))
公認会計士監査,監 査役監査,内 部監査を総称 して,俗 に 「三様監査」 と
言 うが,監 査の領域 ・内容 としては,会 計監査 と業務監査に区分 される。前
記の法定監査 と非法定監査を,会 計監査 と業務監査 との関連で分類 すると,
以下のようになる。
(1)証券取引法による公認会計監査一一一一 一一一 一一→会計監査














「外部監査」 と 「内部監査」 との区分 は,お おむね次の とお りである。
外部監査(externalaudit)
内部監査 に対する用語で,組 織体外部の監査人 によって行われる監査
をいう。公認会計士(ま たは監査法人)の ような職業監査人 による監査
や監督官庁 による監査がその代表例 である。 これは組織体 と特別の利害
関係のない独立 の第三者による監査であるか ら・社会的信頼性の高い も
のである。
内部監査(internalaudit)
企業内部 の監査人 によって経営管理 目的のために実施 される監査の こ
と。 これ は,内 部統制の一環 として,経 営者的見地か ら・企業の資産管
理 ・会計管理および業務管理が有効 に行われているか否かを検証 し評定
するための監査である。外部監査が強制監査であるのに対 して,内 部監
査 は任意監査の性格 をもつ。
以上 により,企業の監査 とその態様,区 分 を見て来たが,本 稿では銀行の
内部監査の中で,業 務監査の実態や問題点 を,大 蔵省検査や日銀考査 による




先に示 した 「業務監査 」の定義で は,業 務監査 は企業の会計以外の業務活
動が対象 となっている。会計 は会計監査の対象であるから,業 務監査 は取締
役(経 営者)お よびその配下にある従業員の業務執行 の適法性 を確かめるた
めに行なわれるものである。
業務監査 は,前 に述べたように,資 本金1億 円以上の会社の商法にもとつ
く監査役監査 と,任 意監査である内部監査 に二大別 され る。監査役監査 につ
いては,「法定監査」であることか ら,論 考 も割合多いが,内 部監査について
は資料的制約 もあって,比 較的議論 されることが少なかったようである。内
部監査 は,当 初会計監査 を主 として来たが,法 定監査 との関係 もあって,漸
次業務監査 に重点が移行 してお り,ま た経営管理のための業務監査の意義 は
益々高 まっているのである。
その点で,日 本内部監査協会作成の「標準的内部監査制度の実践要綱」(昭
和57年)で,「内部監査」を次のように定義 しているのは,大 いに首肯で きる
ところである。
「内部監査は,企業の最高経営者 に課せ られた経営責任の遂行 を補佐す
るために,そ のスタッフとして,経 営 における諸活動および管理が,経
営方針 ・計画 ・手続 に準拠 して効果的に運営 されているか どうかを明 ら
かにするものである。 さらに内部監査は,企 業の経営組織全体の立場か
らみて,諸 活動お よび管理のための方針 ・計画 ・手続が有効適切である
かどうかを,執 行活動か ら独立 した立場 で,全 般的 ・総合的視野 から検
討 ・評価す るものである。」
ここでa後 の議論の展開のために,同 実践要綱が,内 部監査人が取得すべ
き知識 ・技能 として,次 の諸点を挙げているので,ご 紹介 してお く。
一.内 部監査の基準 ・手続な らびに技法
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二.会 計ならびに財務 に関する諸事項 にかかわる法規
三.経 営管理の原則(経 営活動 にかかわる計画設定 ・組織化 ・命令 ・調整 ・
統制 など)
四.計 数的分析による問題点把握
五.経 済 ・商法 ・税務 ・コンピュータ化された情報システムなどの基礎的
事項
六.当 該会社およびその他の経営組織体の実情 と特性
さて,内 部監査の中での業務監査のウエイ トは,次 のような推移で高 まっ
て来た ものである。当初の会計監査は不正誤謬の発見 ・摘出を主 に行なって
いたが,業 務監査においても,諸 業務の処理の妥当性,能 率性 などを個々に
検討,指 摘するものであった。業務執行活動 に対する手続 ・方法面か らの監
査か ら,更 に進めて業務管理のための組織 ・制度の妥当性,有 効性 を確かめ,
改善 を提案す る段階へ と,業務監査の内容 は発展する。
そして,そ こでは内部監査における会計監査を業務監査 の中へ と統合 し,
1{}}
内部監査 とはすなわち業務監査 という見解が成立することになる。本稿では,
内部監査における業務監査 と会計監査の関係 をどのように理解すべ きか とい
う議論 はしばらく措いて,内 部監査 による業務監査の意義について,以 下 そ
の他の意見 も更 に確認 してみることとしたい。
「内部監査」は,究 極的には,① 業務管理の合理化 とレベル ・ア ップ,②
ト_タ ル ・コス ト・ダウン,③ 経営改善の実現 などによって,④ 「企業の経
11)
営効率 を向上 させ る」 とい う効 果が ある とい う一 つの見方が あ る。
一方で は,内 部監査利用上 の留意点 として,
一.内 部監査部 門 は下部機構 の全面 にわた り,業 務 の末端 まで細 か く追跡
す る性格上,と か く監査事項,監 査対 象部門,監 査意見 いずれ も断片的 と
な りが ちな ことと,
二.わ が 国の実情 として監査知識 ・経験 を駆使 す る専 門部局 にはお よそ程
遠 い素人 の寄せ集 め にす ぎない こと,が 少 な くない。
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したがって,監 査役 は内部監査部門の指摘事項や助言 ・勧告 をそのままう
呑みにして,業 務手続や業務 の合理性について総合判断に走 ることは危険で
ある。内部監査の利用に当たっては,必 ずその制約条件 を十分考慮 しなけれ
12)
ばな らないという,批 判的な見解 もある。
ともあれ,内 部監査部署 による監査 は,取 締役の経営活動結果の合 目的性
と効率性=経 済 性の検討 にあるのに対 して,監 査役監査の目的は,株 主の立
場か ら取締役の職務執行 を監査するのがね らいであ り,結果の是非 もさるこ
となが ら,経 営の過程=手 段の違法性の検討 にあると言える。
このように,目 的は異なっても,監 査の対象 となる被監査部署 は同一組織
体 であ り,過程 と結果 は結 びついている。 したがって,被 監査部署 の負担の
軽減,監 査の経済性,効 率性 を図ることもまた必要である。
この点で,社 団法人 日本監査役協会が制定 した 「監査役監査基準」では,




第24条 ① 監査役は,内 部監査部門 との緊密な連係 を保 ち,か つ,内 部監
査機構の監査 を活用 し,自 らの監査成果を達成するよう努 める。
② 監査役 は,内 部監査の調査の結果 の報告を受けyま た特定事項 について
の調査 を依頼することができるよう取締役 に求める。
③ 監査役 は,内 部監査機構が完備 されていない場合 には,内 部統制制度の
信頼性 および事務手続の整備状況等を調査 し,必 要に応 じて助言 または勧
告する。
(監査部 との関係)
第29条 ① 監査役 は,監 査部 と緊密な連係 を保 ち,か つ監査部の監査 を活
用 し,自 らの監査成果 を達成するよう努める もの とする。
② 監査役は,毎 営業年度の初めに監査部か ら監査計画の概要 について説明
を受 けるとともに監査役の監査計画 を説明 して調整をはかるもの とする。
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昭和51年9月期か ら商法特例法および証券取引法に基づ き,わ が国の銀行
は公認会計士による監査 を受けることとな り,日本公認会計十協会で は 「銀




① 商法監査の目的 他 の業種 に対す る監査 と同 じく,株主,会 社債権
者,お よびその他の利害関係者の保護 に資するため,財 務諸表について
の意見を表明す ることにあ り,こ の点行政 目的等 に基づ く大蔵省検査や
日本銀行考査 とは異なる。
② 監査基準 現行 の監査基準によるが,監 査実施準則 は商工業 を対象
とした例示的なものであるから,そ の機械的適用 を避 け,銀 行の監査項
目の実体 に即 してこれを適用すべ きである。
③ 銀行の特殊 性に対する配慮 指針は,銀 行業の特殊性を,流 動 性の
高い資産の巨額保有,多 店舗経営,膨 大な取引量,電 子計算機の高度利
用,法 令 ・規則 ・主務官庁の監督等による規制,内 部統制の充実等の諸
点において把 え,監 査に当たってはこれ らの特殊1生を考慮 して銀行の実
態に即 した合理的な監査 を実施すべ きである。
(2)内部統制の重要性 について
銀行の内部統制組織の信頼 性は一般 商工業の場合に比 しより高度である




監査人 は内部検査部門の主体性,検 査基準 ・規定等の整備状況,検 査人
の数ならびに訓練状況,検 査計画の適否およびその実施状況等内部検査の
信頼 性を調査 した上で,内 部検査 の結果を活用 した り,あ るいはその協力
を得て効率的な監査を実施すべきである。
なお,こ こでは大蔵省検査 ・日銀考査に関連する作成資料のうち利用可
能な ものの活用 も考慮すべ きことを付加 している。
(4)支店の監査 について
① 銀行監査においては次の理由によ り支店往査が必要である。
A営 業が多数の店舗により行われ,か つ流動性の高い項 目を巨額 に取
扱 っているため内部統制組織の有効性 を常時確 かめる必要があること
B事 務集中化の傾向 は著 しいが,営 業取引に関す る監査証拠の多 くは
支店で しか入手で きないこと
② 銀行業務の同質性 に鑑み全支店 を監査す る必要 はな く,内部統制組織
の信頼性,支 店の規模 ・営業内容 による適当な組合せ を考慮 して往査す
べ き支店 を選択すべ きこと。(以下略)
銀行の内部監査部門は,殆 ど全て 「検査部」 と称 しているので,以 下銀行
の場合の 「内部監査」を原則 として 「検査」 と称することとするが,両 者 に
特別の区分 を置いてはいない ことを承知願いたい。
〔付〕 内部検査部門による検査の信頼性
銀行 は一般企業に比べ,後 述するように充実 した内部検査制度 を有 している。こ
れは,銀行の取引はすべて現金に直結 した ものであるため,事 務上の正確性の確保
が自らの信用の基礎であることを銀行自身が十分認識 してお り,内部検査の充実に
積極的であったこと,大 蔵省検査 ・日銀考査等 を通 じて,銀 行の内部検査の向上が
図 られてきたこと,等 によるもの と考えられ る。
また,銀 行業務 は性質の同 じ取引を大量に処理す ることが特徴であ り,かつ支店
の規模 にかかわ りな く,全支店がほぼ同一類型の業務 を行なっている(外国為替業
務等,多 少の例外はあるが)た め,全 店共通の標準的な事務手続 を作成す ることが
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容易で,内 部検査 も全店均質で実施で きるという事 情も,銀行の内部検査制度の発
15)
達 を助 けた大 きな要因であった といえよう。
会計監査人か ら見た内部検査部門による検査の信頼性 の検討につ き,「銀行監査
一般指針」は次のように述べている。












取引法 に基づ き,公 認会計士による監査 を受 けることとなったが,欧 米各国
の銀行 はすでに,こ のような会計監査人 による外部監査 を受 けているのが通
例である。 ここでは制度的な面 を中心 に,ア メリカ,イ ギ リス,旧 西 ドイツ,
16)
フラ ンス,カ ナダの5か 国にお ける銀行監査 の実情 につ いて概観 す る ことと
したい。
(1)ア メ リ カ
後記 の よ うに,イ ギ リス,旧 西 ドイツ,フ ランス,カ ナダで は,会 社法 ま
たは銀行法 に監査人 に よる監査 を義務づ ける規定が あ るが,ア メ リカで は銀
行 その ものに対 し監査人 に よる監査 を義務 づ ける法制 はない ようであ る。
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〔参 考〕
「ザ ・バンカーズ ・ハ ンドブック」1978年版では,「銀行取締役が,銀 行の監査
を受 けるべ きとする法的責任について,明 確 に定義 されているものはない」 とし
て,次 のように説明 している。「州 レベルで,銀行の外部監査を必要 とせ しめる法
的規制は統一 されていない。一部の州では,外 部検査 を制定 していない。(中略)
国レベルでは,銀 行の外部監査 について,よ り明確な規定がある。1933年証券法
1964年修正条項 に従って制定 された連邦準備制度理事会 ・レギュレーションQお
よび同じ法律 による連邦預金保険公社ならびに連邦通貨監査局の規則では,こ れ
等当局の監督下にある銀行で,株主数500人以上の場合 は,発生主義会計 により毎
年報告提出を義務づ けている。 この報告は,銀 行 の会計責任者 と監査人,ま たは











アメ リカの法定監査 は,わ が国の証取監 査 に相 当す る ものであ るが,そ の
根拠法 であ る1933年証券法が銀行 の発行 す る証 券 について は,証 券取 引委員
会 への届 出義務 を免 除 していた。 ただ し,銀 行持株会社 は,銀 行で はないか
ら,そ の うち株主数500人以上(か つ資産100万ドル以上)の ものの財務 諸表
について は,従 来か ら監査証明 が必要 とされ ていたのであ る。
ところがs1971年6月の改正 に よ り持株会社 の連 結子会社 も監査証明 を要
求 され るこ ととな った。一 方,ア メ リカの銀行 の多 くは,銀 行持株 会社 の子
会社 の形 となってい るので,法 的規制 に よる会計士監査 が始 まったわ けで,
他 の4か 国 に比 して は歴史が浅 いので ある。
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一般 にアメ リカで は,会計士による銀行監査 は長い歴史 と経験 を有すると
いわれ るが,こ れ は主 として任意監査の形で行 なわれて きたものである。中
小銀行で内部検査部門を有 しないところが,州 法で要求 されている取締役 に
よる監査 に代 えて,会 計士に監査 を委嘱す るケース,あ るいは内部検査部門
の検査のほかに外部監査 を依頼 して内容の充実 を図るケースが・前記の部分
的強制監査導入 までの会計士監査 の中心であったわけである。監査人の選任
は取締役会の決定 によるが,被 選任資格 は公認会計士 または会計事務所であ
る。









連邦通貨監督局 による国法銀行の検査 は銀行法の遵守状況,支 払能力の判
定,貸 出分類等が基本で,漸 次国際業務関係のウエイ トが大 きくなって きて
いるようである。
(2)イ ギ リ ス
会社法の規定により,会社 は独立 した監査人の会計監査 を受 けることを義
務づけられている。 したがって銀行 も会社である以上,一 般 の会社 と同様 に
外部監査 を受 ける義務がある。監査人 は取締役会の推薦により,株 主総会で
選任 されるが,被 選任資格 は会計士 または会計事務所である。






議 により,株 主総会で選任 され るが,被 選任資格 は経済監査人 または経済監
査人事務所である。外部監査制度 は1934年以来実施 されている。
監督官庁に提出する監査報告書(長 文式の詳細な もの)は ,銀 行監督局 ・
中央銀行 ・税務当局のみに提出され,こ れ以外 には厳秘 とされ る。一般の財
務諸表用には,監 査人 によ り短文式の監査報告書が用意 される。
なお,銀 行監督局 は銀行 に対 し検査を行 う権限はあるが,通 常は実施せず,
中央銀行 も預金準備率の遵守状況等の立入検査などは実施するが,全 体的な
会計検査 は実施 していない。
(4)フ ラ ン ス
会社法の規定により会社 は監査人 を最低1名 選び,会 計監査 を受けなけれ
ばな らない。監査人 は取締役会の発議 によ り株主総会で選任するが,被 選任
資格 は会計士試験合格者 または一定の実務経験者で,裁 判所に登録済の もの,
またはその事務所である。
なお,銀 行監督当局,中 央銀行 は銀行 に対 して検査権 はあるが,全体的な
検査 は通常実施せず,特 定の問題(た とえば,与 信増加率規制}外 国為替 ポ
ジション等)に ついての検査が通例である。
⑤ カ ナ ダ
銀行法の規定により,銀行 は会計士の監査を受けなければな らない。監査
人 は取締役会の発議により,株 主総会で選任する。一般会社の監査人 は1名
であるが,銀 行の場合 は2名 が必要である。被選任資格 は会計士である。
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なお,銀 行 に対 して大蔵省 は広範な検査権限 を有するが,検 査 は通常あま
り実施 されていないようである。
6銀 行 自身の内部監査に対 する評価
(1)内部監査の機能
銀行の監査 は,銀 行が一般企業 に比べ,公 共的性格が強 く,経済社会への
影響が大 きいので,株 主 ・預金者 ・その他 の利害関係者の利益を守るため,
さまざまな立場 ・目的で行 なわれる。行政 目的 を有す る大蔵省検査や日本銀
行考査あるいは公認会計士の商法監査のように監査主体が銀行外の第三者で
ある外部監査に対 し,内 部監査 は銀行が 自らの業務執行状況 を調査するため
に行なうものである。
内部監査 は監査役が行 なうものや業務執行機関である経営者が,そ の経営
責任 を果たすため,自 らの業態を調査するものなどがある。内部監査では,
銀行の経営政策の各部店への浸透度,運 営上の問題,そ して経営状況の是非
な どが調査 され,そ の対象範囲は関係各部店の業態 は放漫ではないか,記 帳
計算照合状況 はどうか,不 正行為や規定違背 はないか,本 部 の方針や通牒 は
徹底遵守 されているかなど行内全般 にわた り行なわれ る。
① 事務監査 と業務監査
内部監査 には,ま ず内部統制の運用状況 を監査するための帳簿類や記録
の正確性 の検討,不 正や誤謬の検出をする事務監査 と,経 営方針 ・施策の
業務運営への反映度な どの経営管理的観点か らする業務監査がある。
事務監査では現金や手形 ・証書 などの重要物件の整理 ・保管状況,伝 票
帳簿類 による法令や事務手続の遵守状況が調査 され る。そして従来の内部
監査では事務指導や不正の摘発を目的 として事務監査 に重点が置かれてい




銀行の業務処理で はr質 量 ともに高度 に電子計算機が利用 され,事 務処
理の迅速化,正 確化がはか られているのみな らず,経 営管理資料 も効率的
につ くられている。 これは事務監査の対象が電子計算機処理 システム(E
DPS)自 体にまで及ぶことを示 してお り,公 認会計士 による商法監査で
も 「電子計算機 を使用 した会計組織に対する内部統制」について言及 され
ているが,内 部監査 に必要な監査証跡の確保や監査用 ソフ トウェアの用意
などのEDPS監 査体制の確立 ・整備が必要である。
② 内部監査の態様
内部監査 は監査役によるもの,経 営者によるものな どがあるが,そ の態様
は次の とお りである。
① 監査役 による監査
昭和49年の商法改正では監査役の権限が強め られ,監 査機能の強化が は
かられた。商法では監査役の職務 を「取締役の職務の執行 を監査す」(第274




このほか,取 締役会への出席,取 締役が株主総会に提出する議案 ・書類






査の対象部店 に検査役 等の担当者が実地 に出向 き行 なう臨店検査の形 をと
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る。臨店検査 は経営管理,事 務処理等業務全般 にわたるが,必 要に応 じ特




支店検査 は店内検査 または自店検査 ともいう。通常,営 業店長の責任に
おいて,定 例的にあらか じめ決められた項 目について実施 し,そ の結果 を
検査部等へ報告す るよう義務づ けられている。 これは本部検査 を補完し,




ドバ ランス(牽 制 と調整)の 機能 をいいs内 部監査の主要な機能の一つは内
部統制が適切か どうかを評価 し,こ れに勧告 を行なうことである。内部統制
組織 には検証印制度,精 査照合制度のように職務の分割 と権限の委譲あるい
は相互牽制 システム として事務処理 システムに組込 まれているもののほか,
係替の実施,連 続休暇の取得推進など経営管理制度の中に組込 まれているも
の もある。
内部統制組織 の形態や機能 は,事 務処理 システムに組込 まれているが故 に,
その機械化や合理化に伴い変化する。た とえば,オ ンライン化 によって,記
帳事務がオンライン端末機の操作 にかわ り,こ れの精査照合 も対象や方法の
1ア　
合理化 ・簡略化が行 なわれる。
(4)外部監査 との ちが い
外部監査 は銀行外 の者 がおのおのの 目的 を もって行 なうが,一 般 的 には公




のが大蔵省検査である。金融機関検査 の目的 とす るところは,金 融機関経
営の健全性,信 用信与 における公的機能の発揮,公 正 な業務運営の3点 に
　ラ
ついての検討等である。 この検査の結果 は単 に銀行の実態把握 に止 まらず,
将来の金融行政に反映 され ることになる。
一方,金 融政策推進上の必要 と取引銀行の健全経営指導 を主 目的 として,
日本銀行法に基づ き日本銀行が考査 を行なう。 これは日本銀行 と取引銀行
との契約に基づき行なわれ,そ のときの情勢に応 じた考課方針に従い,債
権保全対策,資 金運用,経 営姿勢な どが考査 され る。
② 公認会計士による監査
公認会計士 による監査は,昭 和49年度の商法改正 により銀行に対 して も
適用 されることにな り,昭和51年度上期か ら実施 されている。 その目的 は
財務諸表 に対する意見を表明することにあるが,大 蔵省検査や日本銀行考
査 と異な り,行政 目的はないが,株 主 ・会社債権者 ・その他の利害関係者
19)
の保 護 に資 す るこ とにはかわ りない。
7ア メ リカにおけ る内部監 査
現代 内部監査 の本質 を明確 に し,内 部監査 の発展 に大 い に貢献 の あった も
の として,ア メ リカ内部監査人協会(TheInstituteofInternalAuditors)
に よって発表 され た「内部監 査人 の責任 に関 す る意見書」(TheStatementof
ResponsibilitiesoftheInternalAuditor)があ る。 この意 見書 はいわばアメ
リカの内部監査基準 とで もい うべ きもので,最 初1947年に発表 され,そ の後









内部監査 の目的 は,す べての経営管理者が,自 らの責任 を有効 に果た
しうるようにす ることであって,こ のために経営管理者に対 して検閲 し
た諸活動 に関する分析,評 定,勧 告,関 連意見を提供す るものである。
内部監査人 は,経 営管理者に対す る奉仕 という範囲内では,事 業活動の
いかなる面にも関与すべきである。 このようにいうことの意味は,検 閲
下の諸業務活動 を完全に理解するために,会 計および財務記録そのもの
を超 えた監査 を行 なわなければならない ということである。(以下略)
責任 と権限
経営組織における内部監査の責任 は,経 営方針 に基づいて明確 に位置
付 けられるべ きである。責任 に結びついた権限を与えることによって,
内部監査人 は検閲下の問題 に関連 した経営組織の諸記録,諸 財産および
従業員のすべてに,十 分近付 きうるようにすべきなのである。内部監査
人 は,諸 方針,諸 計画,諸 手続および諸記録 を検閲 し,評定する点で自
由であるべきである。(以下略)
独立性
独立性 は内部監査の有効性 に とって本質的な ものである。独立性 は経
営組織上の地位 と客観性 によって得 られるのである。(以下略)
前記の各項 は,日 本 における内部監査 についての考え方 と基本的に異なる
ものではない。問題 は,そ れが どれだけ現実に機能 し,実 効 を挙げているか
とい う点にある。ただ,ア メ リカの内部監査基準の中で示 された責任 と権限,
独立性 の項 目の内容 は,5年 余の内部監査歴を有する論者か らみると,誠 に
興味深い ものがある。
先 に,「銀行経営の原則 】として収益性,安 全性,公 共性の三つを挙 げた
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が,こ れ らは,銀 行 の内部監査および外部監査によって改善 されるべ きもの
である。外部監査は銀行の外部か ら各種の規制監督機関によって行なわれ,
内部監査 は銀行内部の監査部や検査部,考 査部によって本来的に実施 される
ものである。
以下,ア メ リカの商業銀行(短 期資金の取扱 を主業 とす る銀行 を指す)の
21)
外部 ・内部統制 について考察 しよう。なお,「統制」(control)とは,「監査」
(audit)を含めたより幅の広 い概念で,具 体的 に 「内部統制」といった場合
には,「企業内部 における会計お よび業務上の統制機能。狭義では,会計士に
よる外部監査 との関連 における内部牽制組織や内部監査 の仕組をいう。広義
では,経 営管理上の業務統制全般 をいう。 また,こ の統制機構 を内部統制組
　
織 とい う。」 と定義 され る。
q)外 部統制(externalcontrol)
外部 統制 にかかわ る規制監督機 関 は統制 当局(Comptroller'sOffice),連
邦準備 銀行(FederalReserveBank),連邦預金保険会社(FederalDeposit
InsuranceCorporation)および州法銀行 当局(statebankingauthorities)
な どで あ る。 これ らの機 関 は銀行 の財政状態 や営業活動 を反映す る定期的報
告 を要求 して,統 制 を実施 して いる。 また銀行 の検査 を行 な う。
これ らの報告や検 査 の 目標 とす る ところは,銀 行 の健全性 や支払能 力,財
政面 の改善進歩 を確認 す るためであ り,銀 行法 との関係,銀 行経営者 の能力
や一貫性,不 健全 ・不安定 な銀行 活動 の有無,経 営 方針 は守 られ てい るか否
か な どを確認す るこ とであ り,そ れ らを正 し く位置付 ける ことで ある。
(z>内部統制(internalcontrol)
銀行の内部統制 は銀行の収益性分析の一環 としての効率性 と安全性 を維持
するためにも非常に重要である。一般 に商業銀行の監査部門の活動 は四つの





た検証 を遂行す るのではな くて,監 査人 は各種 の資産負債の実在 と所有を決
定す る意味で現実の監査 も遂行するのである。 また,各 種 の検証方法が監査
人によって使用 されるのであ り,全般監査,ス ポッ ト監査,継 続監査がこれ
である。業務改善勧告 も監査人の非常 に重要な仕事の部分である。
監査人が自己の機能を十分 に遂行 し,銀行経営の重要な部門 となるために
は,彼 は十分に必要な資格 を与 えられなければならない。銀行監査人 は銀行
業務の知識や銀行法,銀 行規制,人 間関係の理解の能力,独 立的態度,客 観
的態度 をとることので きる人でなければならない。
商業銀行の経営者 は監査機能 を改善すべ きである。多 くの銀行 の破綻 は詐
欺や私費使い込みによって本来的に発生 しており,相対的に小規模銀行に多
く,監査人 をもたない場合である。監査機能が表面的にしか機能 していない
場合 にみ られる。 これ らの事件は商業銀行の重役の反映であり,こ れ らの事
件 を発生させない法的道義的責任 をもつ役員の反映である。 また同時に監督,
規制 当局の反映である。
z3)
〔付 〕 バ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ(BankofAmerica)の内 部検 査 の 実 態
(1)検査組 織
次 の五 つ の部 門 に分 か れ て い る。
① 国 内 部 門(DomesticDivision)・・… ・加 州 の み
② 国際 部 門(InternationalDivision)
③ 北 米 部 門(NorthAmericanDivision)
④ コ ン ピュー タ部 門(EDPDivision)
⑤ 本部 監 査(Headquarters)
② 検 査 部 の陣 容
検 査 部 は副 頭 取 に直 属 す る。人 員総 数 は320名。






② 全般検査 と一部検査(特 定科 目のみ)の 併用。
③ 検査方法は目的により異なるが,原 則 としてどの科 目も抽出検査。
④ 検査の周期……原則 として年1回
問題のある店 は6か 月 ぐらいに短縮する。 また最長で も15か月程度。
⑤ 検査臨店 の人員数……支店のスケールが大小 さまざまであるため,1～2
名か ら20～25名ぐらいを1チ ーム として出動する。









(c)成績がとくに悪い ときには取締役会 に報告す る。
⑨ 予備調査……検査チームはi臨 店 に際 しあらか じめ過去の検査資料 により
その店の事務水準の実情 を熟知するとともに,検 査部保有の諸資料により検
査対象店 の預金 ・貸金の動向,不 良債権の実態,予 算,時 間外勤務の状況,
行員の退職状況,等 の主要項目を調査検討する。
⑩CPAと の関係……CPAは 主 として財務諸表のチェックを行なってお りy
その他のエ リヤはほ とん ど検査部がカバー している。 しかし,CPAの 検査
結果については,検 査部 は直 ちに報告を受け,常 に注意 を払 っている。
s銀 行の内部検査制度の概要
わが国の銀行 は一般 に本部 のなかに検査部(ま たは考査部)が あ り,こ れ
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が内部検査部門を一元的に掌握 しているが,こ の内部検査制度の概略 につい
24)
て述べ ると次の とお りである。
① 目的
(1)諸勘定の正確 性の検討




② 担当部 本部の検査部 または考査部
③ 人員 検査部 の人員は,全 従業員の0.5～0.8%程度 とみられる。銀行
の従業員の2分 の1程 度は女子であるが,検 査部 は男子の構成割合が きわ
めて高い。 また一般的に実務経験の長い男子が多いのが特徴である。
④ 支店の検査方式 予告なしの抜打ち方式
⑤ 臨店頻度 全営業店 を大体1年 に1回 の割合で実施
⑥ 検査 日数 銀行の規模等により異なるが,大 銀行の支店の場合で通常
40～70日(延日数)程 度 とみられ る。
⑦ 検査対象 現物 および勘定の残高,事 務管理ないし事務処理の状況
店舗内外の管理状況,店 内検査の実施状況等。 なお,0般 に内部検査の規
定,手 続が定められてお り,各店の検査 はこれに従 って実施 される。
以上 の事務検査のほか,事 務能率等,業 務面での検査 を行な う場合 もあ
る。
⑧ 検査結果の報告 検査結果 は検査報告書の形で,担 当役員および監査
役 に報告される。支店に対 しては,検 査最終 日に検査結果の講評が行なわ
れるほか,検 査報告書 も送付 される。
⑨ 事後管理 検査時 に発見 された不備事項等につ き,そ の補完状況を支
店から報告 させるほか,検 査成績が不良な項目について は,検 査部か ら指
示 して店内検査 を実施 させる。
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⑩ その他上記 の定例検査のほかに,現 物 を中心 とした抜打ち検査 を実施す
る場合がある。
以上は検査部が実施する検査であるが,こ れ を補完する目的で自店内で実
施する検査(店 内検査)が あ り,一定の項 目(現 金,手 形残高y担 保品残高
の実施等)に ついて担当係以外のもので,定 期的に実施 されている。
個別銀行の例で制度お よび方法をさらに具体的に概観 してみよう。都市銀




経営 ・営業活動,事 務処理状況,財 産の保全状況が,自 行の方針,計




もちろん,検 査で事故そのものを早期 に発見することがで きれば最 も
よいが,そ れ以外 に,事 故発生の温床を作 らないように,各種事務規律,
あるいは職場規律 といった全般の規律遵守の徹底を図って,事 故 を発生
せ しめない ということが,ま ず第一 に必要である。
② 本部の方針,施 策 の徹底
支店経営 は,業 務,事 務,人 事の三つのバ ランスが とれて,合 理的か
っ健全でなければな らないが,支 店 の業務発展の内容が正 しい姿勢 のも
とに行 なわれているか,で きるだけ実態的に調査 して,本 店の方針,施
策の徹底 を図る。
(3)本部検査の方式
前述の基本方針 に基づ き,本部検査を専門化 して,掘 り下げた検査,
綿密な検査を実施することとし,事務検査では担当の分掌 について精通
したベテランの検査役 を揃 え,業 務検査,外 為検査について も,そ れぞ
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れ これに適 した検査役や検査員 を配置 して,検 査の専門化 を実施 してい
る。
ここでは,部 門別専門検査の実施項 目の具体例 を紹介 し,そ のカバー
範囲を確認 してお くことにす る。
① 事務検査……内国事務全般
(a)事務管理状況
支店長席,係 長,副 係長の管理 ・統率ぶ り
(b)内部監査








貸金審査,稟 議状況,認 可条件遵守状況,担 保保全状況,貸 金管理
状況,重 要書類の整備状況
・ その他の事務規律
検証印状況,現 物取扱保管状況,重 要文書管理状況,各 種帳簿 ・・書
類取扱状況,用 度品の管理状況,事 故届処理状況,異 例事項の取扱
状況,事 務用機械操作 ・取扱状況,業 務用印章 ・鍵の管理状況,歩






支店長の人事管理方針,次 長以下管理者層の管理 ・機能状況,店 内意思
疎通状況,店 内士気 ・意欲 ・融和状況,職 場環境 ・職場教育,人 事構成 ・












早朝検査,現 金規律,外 為与信規律,そ の他一般事務規律,当局委
任事務の処理
9内 部監査の経営上の位置付 け
q)経 営首脳 者の理解 と支持
内部監査 の前提 と して,ト ップ ・マ ネジメン トが 内部監査 をよ く理解 し,
利用 し推進 して ゆ くことはきわ めて重 要な ことで あって,い か に内部監 査担
当者が熱心 であ って も,ト ップ ・マネ ジメ ン トが これ に対 して十分の理解 を
もたない場合 に は,内 部監 査 の結果が十分有効 で あ り得 ない こ とにな る。 要
す るに内部監査 は,ト ップ ・マ ネジメ ン トか ら監査 の権 限や機能 を与 え られ
て活動 する ものであ り,し たが って これ を利用 す る立場 にある トップ ・マネ
27)
ジメン トが,内 部監査の成功的運営に関係す るところが大 きい。
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② 内部監査部門が置かれた立場
内部監査の担当係が経営組織上いかなる地位 にあるかは,そ の結果 によっ
て,監 査の目的な り,そ の目的の実現がうまく行 なわれるか否かに影響する
ところがすこぶる大 きい。 この内部監査部門の責任者 は,
① すべての諸記録および諸活動 に対 しての自由な監査 を行なうことを保証
するだけの十分高 い地位 の幹部 に帰属せ しめられねばな らないし,
② それによって また内部監査の報告書提出先の経営者,管 理者が監査報告
書 に記載 された事項 に基づいて適切なる措置 をとりうる。
このことは一般に内部監査係が保持すべ き独立性(independence)といわ
28}
れ る もので あ る。
(3)米国企業に於 ける捉え方の違 い
米国の企業経営 トップは,絶 大の権力 をもち,も し経営執行が失敗 した ら
直ちに責任 を取 って罷免 され る反面,権 限の行使 は他の介入 を許 さない風潮
がある。 そのような状況 において,取 締役 を対等の立場で監査する監査役な
どあり得ないのは当然であろう。事実,米 国には監査役 という制度はない。
米企業に多い社外取締役 は実質的な監査役であるといわれるが,ほ とんど
が年1回 の取締役会 に出席する程度で常設の監査機 関で はない。最近,米 企
業の経営委員会 として急速 に台頭 してきた監査委員会(Theauditcommit-
tee)も,社外取締役 を主体 として構成 された取締役会の諮問機関 にす ぎな
いo
したがって,米 企業の監査制度 は公認会計士監査 と従業員を監査する内部
　
監 査(internalaudit)の二 本 建 で あ る。
(4)取締役の不正の行為,法 令 ・定款 違反 事実の監 査
これ は専 ら監査役 による業務監 査で と りあげ られ る もので あるが,監 査役
の監査報告書記載事項 商 法第281条ノ3第10項 に掲 げ られてい る「取締 役
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② 「取締役・会社間の取引,利 益相反取引についての承認 と報告」(商法第
265条第1項)
③ 「会社が無償で した財産上の利益の供与(反 対給付が著 しく少ない財産
上の利益の供与 を含む。)」(財産上の利益の無償供与一 一商法第294条ノ2)

















を挙 げているが,こ れは大いに参考 とすべ きであろう。
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(5)わが 国諸会社 にお ける内部監 査部門の位 置
日本 内部監査協会 で は,わ が国 にお ける監査活動 の実態 を多角的 かつ統計
的 に とらえる ことによ り,企 業 ・その他経営組織体 が監査活動 をすすめ るう
えでの,実 践 的 な方向付 け を行 な う目的 をもって,3年 に1回,「 監査総合 実
態調 査」 を実施 してい る。
その最新 の 「1988年(昭和63年)度 監 査総合 実態調査 結果」一一 監査 白書
か ら,内 部監査 の経営上 の位置 の実情 を さぐって み よう。調査回答会社




億 円が162社,1,001億円以 上が21社であ る。
① 内部 監査部門 の所属形態
(a)トップ直属形態(カ ッコ内 は,う ち金融関係社 数)
社長 ・総裁 ・会長な どに直属
















…般 の企業で は,監 査室 また は監査部 の名称 を用い るのが大 多数 であ り,
検 査,考 査 な どの名称 は金融関係 や公社 や政府 関係機 関 な どで見受 け られ
る。
154国 際経営論集No.31992










〈「無 回 答 」30社 あ り〉
(カッ コ 内 は,う ち 金
④ 監査報告書(正)提 出先













以上 より見て も,金融関係 における内部監査部門の人的位置付 けは,む し
ろ高いことが理解 され るのである。
お わ り に
これ まで見て きた よ うに,銀 行 界 におけ る内部監査体制 は,制 度的 に も人
的 に も既 にそれ な りに整 って いるので ある。然 るに,最 近 の一連 の事件 に見
るよ うに,な ぜ監査が その実 を挙 げて いないのか。 内部監査が有効 に機能 し
得 ない原因 は どこにあ るのか。如何 に制度 が整 って いて も,こ れで は 「仏 作
って魂入 れず!の 状 態 だ としか言 い様 がない。
筆者 は,「内部管理 を軽視 す る経 営姿勢」にその根 本原因が あ る と考 えてい
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る。ではなぜそのような経営風土が作 られているのか。そして,金 融機関内
部 における検査部や検査の実態 はどのようなものか。筆者 は5年 余の都銀内
部検査歴を基に,ぜ ひ明 らかにしたい,と 考 えている。そうこうする聞に も,
銀行 ・証券界の不祥事が国会でも姐上に上 っている。
最近の銀行経営 をめ ぐる諸問題 と,そ の背景 にあると思われる内部管理軽
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